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一
、

日
本
の
上
代
、
七
世
紀
の
半
ば
か
ら
一
世
紀
余
り
の
い
わ
ゆ
る
萬
葉
時
代
は
、
政
治
史
の
う
え
で
急
速
に
古
代
国
家
が
形
成
さ
れ
て

い
く
激
動
期
を
経
て
中
央
集
権
的
律
令
制
の
確
立
す
る
時
期
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
区
分
し
て
、
第
一
期
は
壬
申
の
乱
の
終
結
（
六
七

二
年
）
の
頃
ま
で
、
第
二
期
は
飛
鳥
藤
原
宮
を
経
て
平
城
京
遷
都
（
七
一
〇
年
）
の
頃
ま
で
、
第
三
期
は
奈
良
朝
前
期
、
天
平
五
（
七

三
三
）
年
頃
ま
で
、
第
四
期
は
奈
良
朝
中
期
、
天
平
六
（
七
三
四
）
年
以
後
と
す
る
の
が
通
説
と
さ
れ
て
い
る
。
要
約
す
る
と
、
発
生

期
、
確
立
期
、
展
開
期
、
衰
退
期
と
い
っ
た
歌
風
の
変
遷
を
物
語
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

な
か
で
も
、
第
三
期
奈
良
朝
前
期
は
歌
境
が
円
熟
す
る
と
と
も
に
多
様
な
個
性
の
開
花
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
奈
良
の
都
の
整
備
、

学
問
の
進
展
、
政
治
の
世
界
の
明
暗
を
背
景
と
し
て
い
た
。
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そ
れ
が
第
四
期
に
は
、
和
歌
が
社
交
の
具
と
し
て
の
傾
向
を
お
び
て
独
創
性
と
新
鮮
味
を
失
う
中
で
、
優
美
繊
細
な
も
の
が
多
く
作

ら
れ
た
。

ち
な
み
に
、
大
伴
家
持
の
歌
に
み
ら
れ
る
憂
愁
や
内
省
は
、
政
治
・
社
会
の
行
き
づ
ま
り
に
直
面
し
た
一
貴
族
の
精
神
の
証
し
で
も

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
萬
葉
文
学
は
歌
風
の
推
移
を
み
せ
て
い
る
が
、
な
お
、
そ
こ
に
は
民
衆
の
生
活
の
な
か
で
う
た
わ
れ
た
歌
謡
、
東
歌
、

防
人
歌
な
ど
も
含
ん
で
い
て
文
字
ど
お
り
古
代
の
国
民
の
歌
集
と
し
て
の
高
い
価
値
を
も
っ
て
い
た
。

そ
の
他
、
上
代
の
文
学
と
し
て
は
、
神
を
祭
る
祝
詞
や
天
皇
の
勅
を
宣
布
す
る
こ
と
ば
の
宣
命
な
ど
も
忘
れ
が
た
い
が
、
天
平
勝
宝

三
（
七
五
一
）
年
に
編
ま
れ
た
『
懐
風
藻
』
は
、
天
智
天
皇
（
六
六
〇
年
代
）
の
頃
か
ら
の
作
品
を
集
め
た
現
存
最
古
の
漢
詩
集
で
、

そ
の
詩
に
は
、
六
朝
か
ら
初
唐
に
か
け
て
の
中
国
の
影
響
が
強
く
認
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
漢
詩
文
は
、
古
代
国
家
の
貴
族
官
人
た
ち
の
文
学
で
あ
り
、
公
的
な
正
統
の
文
学
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
や
が
て
次
の
時
代
（
中
古
）
の
勅
撰
の
漢
詩
文
集
へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。

平
安
京
へ
の
遷
都
は
、奈
良
朝
末
期
の
政
治
の
混
迷
を
打
開
し
、律
令
政
治
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
朝
廷
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
た
め
に
積
極
的
に
大
陸
文
化
の
移
入
が
図
ら
れ
、
都
城
の
規
模
や
朝
廷
の
風
儀
が
一
途
に
唐
風
化
し
た
。

は
た
ま
た
、
儒
教
の
抽
象
的
な
理
論
を
学
ぶ
よ
り
も
、
詩
や
歴
史
の
具
体
的
な
内
容
に
学
ぶ
べ
く
、
学
問
の
中
心
が
明
経
道
（
経
書

の
歴
史
）か
ら
文
章
道
に
移
っ
た
。
文
章
道
は
紀
伝
道
と
も
呼
ば
れ
、
歴
史
や
文
学
の
研
究
で
あ
る
。
そ
の
隆
盛
が
文
学
と
政
治
を
関

連
づ
け
る
文
章
経
国
の
思
想
を
生
み
出
し
た
が
、
そ
れ
は
畢
竟
、
す
ぐ
れ
た
政
治
家
は
す
ぐ
れ
た
詩
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
代
（
中
古
の
初
期
）
の
文
学
が
、
漢
詩
文
全
盛
の
様
相
を
も
っ
て
は
じ
ま
る
の
は
、
必
然
の
帰
結
で
も
あ
っ

た
。
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と
に
か
く
、
こ
の
中
古
（
平
安
時
代
）
の
初
期
の
宮
廷
社
会
は
、
国
風
暗
黒
時
代
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
唐
文
化
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ

れ
た
感
が
あ
る
。
特
に
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
期
に
は
、
天
皇
を
中
心
に
漢
詩
文
の
制
作
が
、
晴
れ
の
文
学
と
し
て
隆
盛
を
き
わ
め
た
。

具
体
的
に
は
、『
凌
雲
集
』・『
文
華
秀
麗
集
』・『
経
国
集
』
と
い
う
勅
撰
の
漢
詩
文
集
が
編
纂
さ
れ
、
ま
た
空
海
の
『
性

霊

集
』
や
同

じ
空
海
が
中
国
の
六
朝
文
学
論
に
も
と
づ
い
て
書
い
た
『
文
鏡
秘
府
論
』
な
ど
、
注
目
さ
れ
る
も
の
が
そ
の
証
で
あ
る
。

『
萬
葉
集
』以
後
、
和
歌
は
、
一
時
公
的
な
世
界
で
は
影
を
ひ
そ
め
、
た
だ
、
民
間
や
私
的
世
界
で
う
た
わ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
九
世

紀
の
後
半
に
な
る
と
貴
族
社
会
に
は
唐
風
の
規
範
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ
っ
て
き
て
、
和
歌
は
い
わ
ゆ
る
六
歌
仙
の
時

代
を
経
て
、
宮
廷
貴
族
文
学
と
し
て
復
興
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、
萬
葉
仮
名
を
も
と
に
し
て
新
た
に
生
み
出

さ
れ
て
き
た
仮
名
文
字
（
ひ
ら
仮
名
）
の
普
及
と
深
く
か
か
わ
り
あ
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
仮
名
文
字
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
和
歌
は
、

萬
葉
和
歌
と
は
異
質
で
、
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
む
趣
向
や
縁
語
・
掛
詞
な
ど
の
技
法
に
よ
る
独
自
の
風
体
を
自
立
さ
せ
て
、
漢
詩
と
対
等
の

貴
族
文
学
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
十
世
紀
の
は
じ
め
（
九
〇
五
年
）、『
古
今
和
歌
集
』
が
勅
撰
さ
れ
、
こ
れ
が

規
範
と
な
っ
て
勅
撰
和
歌
集
の
伝
統
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

以
上
、
上
代
か
ら
中
古
初
期
に
か
け
て
の
本
朝
詩
歌
の
趨
勢
を
概
観
し
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
残
存
し
て
い
る
王
朝
詩
の
寥
々
た
る

点
は
如
何
と
も
し
が
た
い
。

具
現
す
る
と
、
承
和
期
（
八
三
〇
年
代
）
は
、
詩
人
、
歌
人
と
し
て
名
高
い
小
野

篁
、
後
の
貞
観
期
（
八
四
二
年
頃
）、
即
ち
九
世

紀
後
半
に
入
る
と
、
大
学
に
お
け
る
紀
伝
道
の
優
位
が
確
立
し
て
、
学
者
即
ち
詩
人
と
い
う
図
式
が
一
般
的
と
な
る
。
大
江
音
人
（
八

一
一
｜
八
七
七
）・
菅
原
是
善
（
八
一
二
｜
八
八
〇
道
真
の
父
）・
都
良
香
（
八
三
四
｜
八
七
九
）・
橘
広
相
（
八
三
八
｜
八
九
〇
）・
島

田
忠
臣
（
八
二
八
｜
八
九
二
）
ら
は
、
そ
の
代
表
的
な
詩
人
で
あ
る
。

な
か
で
も
、
音
人
は
江
家
学
問
の
祖
と
さ
れ
、
父
菅
原
清
公
を
継
い
だ
是
善
は
学
儒
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
私
邸
で「
菅
家
廊
下
」

を
主
宰
し
多
く
の
門
弟
を
教
育
し
た
。
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忠
臣
は
そ
の
弟
子
で
、
道
真
の
家
庭
教
師
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
忠
臣
以
外
は
、
ま
と
ま
っ
た
詩
作
を
殆
ど
残
し
て
い
な
い
。

こ
れ
は
古
代
の
詩
人
達
に
共
通
す
る
も
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
奇
蹟
的
に
ほ
ぼ
編
時
の
ま
ま
に
漢
詩
文
集
を
伝
え
て
い
る
稀
有
な
詩

人
が
い
る
。
そ
れ
が
菅
原
道
真
（
八
四
五
｜
九
〇
三
）
で
あ
る
。

そ
の
『
菅
家
文
草
』・『
菅
家
後
集
』
に
は
、
年
代
順
に
生
涯
に
わ
た
る
五
二
〇
余
首
が
収
め
ら
れ
、
か
れ
が
ど
の
よ
う
な
時
代
の
中

で
生
き
、
い
か
に
し
て
詩
人
と
し
て
の
己
を
築
き
あ
げ
て
い
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
『
菅
家
文
草
』
の
詩
を
見
る
と
、
比
喩
や
故
事
な
ど
を
用
い
て
、
対
象
の
美
を
多
角
的
に
表
現
す
る
試
み
が
窺
え
て
、
多
感
に

し
て
豊
か
な
詩
藻
を
構
築
す
る
研
鑚
の
跡
を
し
の
ば
せ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
道
真
は
、
宇
多
帝
に
重
用
さ
れ
学
儒
と
し
て
、
栄
達
す
る
間
で
も
、
時
勢
に
敏
感
に
反
応
し
な
が
ら
、
学
者
の
家
の
伝
統
を

背
負
う
孤
独
な
詩
人
と
し
て
の
個
我
を
形
象
化
し
て
も
い
る
。

は
た
ま
た
、
道
真
に
は
白
楽
天
（
中
唐
・
七
七
二
｜
八
四
六
）
の
詩
の
影
響
も
よ
く
説
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
白
詩
の
明
る
さ
と

は
対
照
的
に
、
道
真
の
詩
に
は
内
面
に
並
で
は
な
い
深
刻
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
｜
そ
の
内
面
の
深
刻
さ
と
い
う
か
、
心
の
陰
影
が
払
拭

し
き
れ
な
い
と
こ
ろ
が
、
畢
竟
す
る
に
道
真
の
個
我
と
も
い
え
る
。

な
か
ん
ず
く
、
讃
州
（
香
川
県
）
時
代
の
詩
を
中
心
と
す
る
『
菅
家
文
草
』
の
三
・
四
巻
は
、
失
意
の
う
ち
に
も
自
然
や
人
間
に
対

す
る
視
点
が
あ
り
、
そ
れ
に
己
の
心
情
を
重
ね
た
り
、
庶
民
の
生
活
を
活
写
す
る
作
品
と
な
っ
て
い
て
、
詩
境
の
広
が
り
を
み
せ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
大
宰
府
謫
居
後
に
な
る
と
、
謹
慎
、
忠
誠
、
哀
傷
の
情
な
ど
を
率
直
に
表
現
し
、
白
楽
天
の
詩
を
完
全
に
脱
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
世
界
を
構
築
さ
せ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

そ
の
独
自
の
世
界
と
は
、
左
遷
さ
れ
て
、
逆
境
に
お
か
れ
て
も
、
天
皇
を
怨
む
こ
と
も
な
く
、
か
え
っ
て
そ
の
恩
に
感
激
し
て
、
ひ

た
す
ら
忠
誠
を
尽
く
し
て
謹
慎
し
て
い
る
様
相
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、「
去
年
ノ
今
夜
清
涼
ニ
侍
シ
、
秋
思
ノ
詩
篇
独
リ
断
腸
、
恩
賜
ノ
御
衣
今
此
ニ
在
リ
、
捧
持
シ
テ
毎
日
余
香
ヲ
拝
ス
」と
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い
う
「
九
月
十
日
」
と
題
す
る
七
絶
と
、「
一
タ
ビ
謫
落
セ
ラ
レ
テ
柴
荊
ニ
在
リ
シ
従
リ
、
万
死
兢

兢
タ
リ
跼
蹐
ノ
情
…
…
」
と
詠
ず

る
「
不
出
門
」
と
題
す
る
七
律
は
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
典
型
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

道
真
が
、
詩
人
と
し
て
最
も
高
く
評
価
し
た
同
時
代
人
は
紀
長
谷
雄
（
八
四
五
｜
九
一
二
）
で
あ
る
。

大
宰
府
配
流
後
の
詩
文
を
、
京
の
紀
長
谷
雄
に
送
っ
て
、
編
定
を
依
頼
し
た
の
が
、『
菅
家
後
集
』
と
し
て
、
現
在
残
存
し
て
い
る

が
、
そ
れ
は
道
真
の
紀
長
谷
雄
に
対
す
る
信
頼
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
し
か
し
、
文
人
官
僚
と
し
て
栄
達
の
頂
点
を
き
わ
め
た
道
真
の
大
宰
府
左
遷
（
九
〇
一
年
）
に
よ
る
挫
折
は
、
藤
原
北
家
一
門
、

つ
ま
り
摂
関
家
の
政
治
的
圧
力
に
よ
る
悲
劇
に
も
と
づ
く
も
の
と
し
て
の
認
識
が
、
殊
に
紀
伝
道
に
立
身
出
世
を
夢
み
て
い
た
者
た
ち

に
動
揺
を
与
え
、
心
理
的
に
暗
い
影
を
お
と
す
こ
と
と
な
っ
た
。
や
が
て
詩
人
達
は
政
治
の
表
舞
台
か
ら
は
遠
ざ
け
ら
れ
、
詩
作
や
学

儒
と
し
て
の
狭
い
世
界
に
追
わ
れ
て
、
不
遇
を
か
こ
つ
一
方
で
、
詩
文
を
み
が
く
こ
と
に
一
層
執
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
当
時
の
漢
詩
文
家
の
成
果
が
、
十
四
巻
の
『
本
朝
文
粋
』
と
し
て
結
晶
し
て
い
る
。

こ
の
漢
詩
文
集
は
、
藤
原
明
衡
（
九
八
九
？
｜
一
〇
六
六
）
が
康
平
年
間
（
一
〇
五
八
｜
一
〇
六
五
）
に
編
纂
。
と
に
か
く
、
十
一

世
紀
半
ば
頃
の
成
立
。
宋
の

（
九
六
八
｜
一
〇
二
〇
）
の
撰
に
な
る
『
唐
文
粋
』（
一
〇
〇
巻
）
の
名
称
に
倣
っ
た
も
の
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
嵯
峨
天
皇
か
ら
後
一
条
天
皇
時
代
ま
で
の
詩
文
四
三
〇
余
編
を
ほ
ぼ
『
文
選
』
の
体
裁
に
依
っ
て
部
門
別
に
所
収
し

た
も
の
で
あ
る
。

と
り
わ
け
四
六

体
を
用
い
た
当
時
の
実
用
的
な
文
書
の
粋
は
、
後
人
の
詩
文
作
成
に
大
い
に
寄
与
し
、
願
文
・
表
白
・
往
来
物
・

軍
記
物
・
紀
行
・
謡
曲
な
ど
広
範
に
影
響
し
て
い
る
。

そ
の
主
要
な
詩
文
家
と
し
て
は
、
大
江
朝
綱
・
江
匡
衡
・
菅
原
文
時
・
菅
原
道
真
・
紀
長
谷
雄
・
源
順
・
大
江
以
言
・
慶
滋
保
胤
・

兼
明
親
王
・
紀
斉
名
・
都
良
香
・
三
善
清
行
ら
が
い
る
。

確
か
に
『
本
朝
文
粋
』
が
名
称
で
は
『
唐
文
粋
』
に
、
部
立
て
に
お
い
て
は
『
文
選
』
に
学
ん
だ
と
さ
れ
る
の
は
、
事
実
そ
の
通
り
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で
あ
ろ
う
。
だ
が
し
か
し
、『
本
朝
文
粋
』は
、
詩
に
関
す
る
限
り
、
律
詩
、
絶
句
と
い
っ
た
今
体
詩
は
取
り
あ
げ
な
い
で
、
む
し
ろ
古

体
詩
だ
け
を
採
録
の
対
象
と
し
て
い
る
。

一
方
、
賦
で
は
逆
に
『
文
選
』
に
見
ら
れ
る
左
思
の
「
三
都
の
賦
」
の
よ
う
な
重
厚
な
詩
で
は
な
く
て
、
菅
三
品
・
源
英
明
な
ど
の

「
繊
月
の
賦
」、
紀
納
言
（
長
谷
雄
の
こ
と
）
の
「
春
雪
の
賦
」
な
ど
、
繊
細
な
叙
景
の
作
の
み
を
収
め
て
い
る
と
い
っ
た
按
配
で
あ
る
。

し
い
て
い
え
ば
、
そ
こ
に
は
『
白
氏
文
集
』
の
中
の
賦
の
投
影
と
推
察
さ
れ
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
中
古
、
十
世
紀
の
初
頭
か
ら
、
十
一
世
紀
前
半
ま
で
の
約
一
世
紀
間
の
文
学
史
を
整
理
し
、
要
約
す
る
と
、

ま
ず
、
九
〇
五
年
の
『
古
今
和
歌
集
』
の
勅
撰
は
、
唐
の
影
響
か
ら
離
れ
国
風
文
化
の
時
代
を
覚
醒
さ
せ
た
。
つ
ま
り
、
漢
詩
に
対

す
る
和
歌
の
自
覚
を
深
め
、
平
仮
名
の
成
立
が
、
そ
の
再
興
を
促
進
も
さ
せ
た
。

具
体
的
に
は
、『
竹
取
物
語
』を
は
じ
め
、
伝
奇
物
語
が
誕
生
し
、
さ
ら
に
日
記
、
随
想
、
説
話
、
歴
史
物
語
な
ど
つ
ぎ
つ
ぎ
に
登
場

し
て
、
一
つ
の
国
風
文
化
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
と
い
え
る
。

そ
の
間
、
漢
詩
文
の
方
で
は
、
十
一
世
紀
の
初
頭
、
漢
詩
を
吟
誦
す
る
こ
と
が
、
朗
詠
と
し
て
貴
族
の
間
に
流
行
し
た
が
、
そ
の
証
左

し
が
一
〇
一
三
年
頃
成
立
し
た
と
い
わ
れ
る
藤
原
公
任
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
し
て
実
を
結
ん
で
い
る
。

思
う
に
、
藤
原
氏
一
族
が
朝
廷
の
要
職
を
独
占
す
る
摂
関
体
制
の
確
立
が
、
貴
族
た
ち
の
生
活
を
き
わ
め
て
情
趣
的
な
も
の
に
し
て

い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
文
学
の
制
作
と
享
受
は
、
も
っ
ぱ
ら
貴
族
社
会
に
お
い
て
行
わ
れ
、
男
の
漢
文
学
と
あ
い
ま
っ
て
、
宮
廷
女
流
文
学

の
時
代
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
趨
勢
の
中
で
、
一
〇
五
八
年
頃
、
漢
詩
文
の
集
大
成
と
思
わ
れ
る
。『
本
朝
文
粋
』
が
、
藤
原
明
衡
に
よ
っ
て
撰
進
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

十
世
紀
初
頭
の
『
菅
家
文
草
』・『
菅
家
後
集
』、
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
『
和
漢
朗
詠
集
』・『
本
朝
文
粋
』
と
漢
詩
文
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集
が
成
立
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
国
風
文
化
の
再
興
や
黄
金
時
代
と
重
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
貴
族
知
識
人
た
ち
の
漢
字

と
平
仮
名
に
よ
る
記
述
の
二
重
性
を
明
示
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
四
書
の
漢
詩
文
集
が
、
白
楽
天
の
『
白
氏
文
集
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
明
白
な
事
実
で
あ
る
が
、
国
風

文
学
の
物
語
、
日
記
、
隨
想
な
ど
の
作
品
群
が
、
唐
代
の
詩
・
伝
奇
小
説
の
作
風
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
ま
た
自
明
の
理
で
あ

る
。以

上
の
よ
う
な
中
古
の
初
期
・
中
期
頃
の
時
代
背
景
と
文
学
史
の
趨
勢
の
中
で
、
今
回
は
、
道
真
が
漢
詩
人
と
し
て
最
も
高
く
評
価

し
て
い
る
紀
長
谷
雄
（
八
四
五
｜
九
一
二
）
の
「
貧
女
吟
」
と
い
う
諷
諭
詩
と
、
白
楽
天
の
新
楽
府
第
四
十
首
「
井
底
引
銀
瓶
」（
井
底

銀
瓶
ヲ
引
ク
）
詩
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
検
討
し
、
管
見
を
論
述
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

道
真
の
讃
州
時
代
の
作
品
に
「
路
遇
白
頭
翁
」（
路
ニ
白
頭
ノ
翁
ニ
遇
フ
）
と
い
う
五
十
二
句
に
な
る
楽
府
体
の
詩
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
恐
ら
く
白
楽
天
の
新
楽
府
五
十
首
中
の
第
九
首
「
新
豊
折
臂
翁
」（
新
豊
ノ
臂
ヲ
折
リ
シ
翁
）
の
詩
に
誘
発
さ
れ
て
詩
作
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
作
品
の
体
裁
、
構
成
、
作
法
な
ど
、
白
詩
の
模
倣
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
肝
心
な
詩
趣
の
面
で
は
、
白
楽
天
と
道
真
に
は
、
歴
然
た
る
差
異
が
あ
る
。

そ
の
要
謫
は
、
革
命
（
禅
譲
放
伐
）
を
認
め
る
中
国
と
万
世
一
系
の
天
皇
の
存
在
に
も
と
づ
く
天
皇
崇
拝
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
日
本

と
の
違
い
が
、
道
真
の
詩
で
は
、
白
詩
的
な
諷
諭
性
を
希
薄
に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
伝
統
的
な
国
柄
、
風
土
、
思
想
な
ど
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
如
何
と
も
し
が
た
い
感
が
あ
る
が
、
た
だ
当
時
の
日
本
の
漢
詩

人
が
、
唐
詩
や
白
詩
の
中
で
も
自
然
詩
、
閑
適
詩
、
感
傷
詩
に
は
興
味
関
心
を
も
っ
て
共
感
し
て
い
る
の
に
、『
詩
経
』以
来
の
伝
統
的

な
諷
諭
詩
に
は
、
関
心
が
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ム
ー
ド
の
中
で
、
道
真
が
そ
の
諷
諭
詩
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
姿
勢
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に
は
、
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
畢
竟
、
政
治
に
関
与
し
た
道
真
の
良
心
の
所
産
で
あ
っ
て
、
お
の
ず
と
迸
っ
た
詩
情

で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
論

で
あ
る
紀
長
谷
雄
の
「
貧
女
吟
」
に
も
、
白
楽
天
の
新
楽
府
五
十
首
中
の
第
四
十
首
に
、「
井
底
引
銀
瓶
」

（
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
）
｜
止
淫
奔
也
（
淫
奔
ヲ
止
ム
ル
ナ
リ
）
と
い
う
似
た
内
容
の
作
品
が
あ
る
が
、
無
論
、
紀
長
谷
雄
も
、
恐
ら
く
こ

の
白
楽
天
の
詩
に
誘
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
は
い
う
も
の
の
、
道
真
の
前
例
と
は
、
ど
こ
が
諷
諭
詩
へ
の
挑
戦
と
し
て
異
な
る
か
、
分
析
し
検
討
を
試
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。

二
、

そ
れ
で
は
、
紀
長
谷
雄
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
概
略
し
て
お
こ
う
。

承
和
十
二
（
八
四
五
）
年
か
ら
延
喜
十
二
（
九
一
二
）
年
ま
で
の
人
で
あ
っ
て
、
字
は
寛
、
唐
名
は
発
昭
。
紀
納
言
あ
る
い
は
紀
家

と
も
い
う
。
弾
正
忠
貞
範
の
子
息
で
、
長
谷
寺
に
祈
っ
て
長
谷
雄
を
授
か
っ
た
と
い
う
。
始
め
都
良
香
に
学
を
受
け
、
貞
観
十
八
（
八

七
六
）
年
に
文
章
生
に
補
せ
ら
れ
、
こ
の
頃
、
菅
原
道
真
の
門
に
入
る
。
元
慶
五
（
八
八
一
）
年
に
は
文
章
得
業
生
と
な
り
、
対
策
に

及
第
し
て
仁
和
二
（
八
八
六
）
年
に
少
外
記
・
寛
平
二
（
八
九
〇
）
年
に
は
、
図
書
頭
、
同
三
（
八
九
一
）
年
に
文
章
博
士
と
な
り
、

式
部
少
輔
、
右
少
弁
を
経
て
、
同
七
（
八
九
五
）
年
大
学
頭
と
な
り
、
宇
多
天
皇
に
『
漢
書
』・『
文
選
』
な
ど
を
進
講
し
た
。
同
九
（
八

九
七
）
年
に
天
皇
の
推
薦
で
新
帝
醍
醐
天
皇
の
顧
問
の
一
員
と
な
り
、
式
部
大
輔
、
侍
従
を
兼
ね
た
。

昌
泰
二
（
八
九
九
）
年
、
右
大
弁
、
翌
年
左
大
弁
に
転
じ
、
延
喜
二
（
九
〇
二
）
年
、
参
議
と
な
り
、
同
十
（
九
一
〇
）
年
、
権
中

納
言
従
三
位
に
進
み
、
翌
年
中
納
言
と
な
り
、
同
十
二
（
九
一
二
）
年
二
月
に
六
十
八
歳
で
没
し
た
。

詩
才
に
富
み
、
道
真
亡
き
後
、
延
喜
の
文
壇
の
重
鎮
と
し
て
三
善
清
行
と
並
称
さ
れ
て
い
る
。
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そ
の
家
集
の
『
紀
家
集
』
は
残
巻
を
留
め
る
に
す
ぎ
ず
、
詩
文
は
『
本
朝
文
粋
』
の
外
に
『
扶
桑
集
』・『
和
漢
朗
詠
集
』
な
ど
に
散

見
さ
れ
る
。

か
れ
は
雑
体
の
詩
と
平
明
な
散
文
を
得
意
と
し
、
そ
の
方
面
で
の
作
品
を
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
か
で
も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
志
怪
小
説
の
『
紀
家
怪
異
実
録
』、
個
人
伝
の
『
昭
宣
公
』
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
今
は
散
逸
し
て

伝
わ
ら
な
い
。

そ
の
他
、『
今
昔
物
語
集
』、『
江
談
抄
』
な
ど
に
多
く
の
逸
聞
を
残
し
て
い
る
。

三
、

そ
れ
で
は
、『
本
朝
文
粋
』
巻
一
の
雑
詩
編
中
の
古
調
に
見
え
る
七
言
古
詩
「
貧
女
吟
」（
貧
女
ノ
吟
）
を
列
記
し
て
、
検
討
、
分
析

の
具
に
し
よ
う
。
｜
四
十
句
の
長
篇
詩
で
あ
る
の
で
、
四
解
に
分
け
て
論
述
す
る
。

、
有
女
有
女
寡
又
貧

女
有
リ
有
女
リ
寡
ニ
シ
テ
又
貧

年

蹉

病
日
新

年
歯
蹉

シ
テ
病
日
ニ
新
タ
ナ
リ

紅
葉
門
深
行
跡

紅
葉
門
深
ク
シ
テ
行
跡
断
エ

四
壁
虚
中
多
苦
辛

四
壁
虚
中

苦
辛
多
シ

本
是
富
家
鍾
愛
女

本
是
レ
富
家
鍾
愛
ノ
女

幽
深
窓
裏
養
成
身

幽
深
窓
裏
養
成
ノ
身

綺
羅
脂
粉
粧
無
暇

綺
羅
脂
粉
粧
フ
ニ
暇
無
シ

不
謝
巫
山
一
片
雲

謝
ラ
ズ
巫
山
一
片
ノ
雲

九



年
初
十
五
顔
如
玉

年
初
メ
テ
十
五

顔

玉
ノ
如
シ

父
母
常
言
與
貴
人

父
母
常
ニ
言
フ
貴
人
ニ
与
ヘ
ン
ト

公
子
王
孫
競
相
挑

公
子
王
孫
競
フ
テ
相
挑
ミ

月
前
花
下
通
慇
懃

月
前
花
下

慇
懃
ヲ
通
ズ

こ
こ
に
寡
婦
と
な
り
、
貧
窮
に
泣
く
女
が
い
る
と
詠
い
だ
さ
れ
る
。
そ
し
て
現
況
の
不
孝
の
よ
う
す
か
ら
、
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か

と
い
う
顚
末
が
語
ら
れ
て
い
く
。

現
状
は
、
年
も
と
り
、
そ
の
う
え
病
気
も
日
一
日
と
重
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
訪
ね
る
人
と
て
な
く
、
部
屋
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
、
何

も
な
く
、
身
も
心
も
辛
い
こ
と
ば
か
り
。

も
と
も
と
は
、
富
家
の
家
に
生
ま
れ
、
深
窓
の
う
ち
に
愛
情
に
つ
つ
ま
れ
て
育
て
ら
れ
、
綾
絹
の
着
物
を
身
に
ま
と
い
、
化
粧
を
こ

ら
す
の
に
寸
暇
も
な
い
と
い
っ
た
贅
沢
な
生
活
で
あ
っ
た
。
お
の
ず
と
、
そ
の
美
し
さ
は
、
巫
山
の
雲
と
な
っ
た
神
女
に
も
劣
ら
ず
、

十
五
に
な
っ
た
ば
か
り
と
い
う
の
に
、
玉
の
よ
う
な
美
し
さ
。

親
は
い
つ
も
貴
い
方
に
嫁
が
せ
る
の
だ
と
い
い
、
そ
れ
に
応
じ
て
貴
族
の
子
弟
も
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
き
そ
い
あ
う
始
末
。

○
富
裕
な
家
庭
の
女
の
転
落
の
構
図
が
、
月
並
な
表
現
で
書
き
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
中
国
の
典
拠
と
な
る
故
事
が
、
四
ヵ

所
的
確
に
引
用
さ
れ
て
い
て
、
漢
詩
人
と
し
て
の
造
詣
の
深
さ
が
偲
ば
れ
る
。

し
か
も
、
そ
こ
に
は
奇
を
衒
う
と
い
っ
た
も
の
は
見
う
け
ら
れ
な
い
。

ち
な
み
に
、
そ
の
典
故
の
部
分
を
整
理
し
、
解
明
し
て
お
こ
う
。

１

四
句
目
の
「
四
壁
虚
中
…
…
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
四
方
に
壁
が
あ
る
だ
け
で
、
中
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
貧
居
の
例

に
使
わ
れ
る
。
典
拠
は
司
馬
遷
の
『
史
記
』
の
司
馬
相
如
伝
に
「
家
居
タ
ダ
四
壁
ノ
立
ツ
ノ
ミ
」
と
、
あ
る
。

一
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２
、
六
句
目
の
「
幽
深
窓
裏
養
成
ノ
身
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
深
閨
の
う
ち
に
育
て
ら
れ
て
成
人
し
た
こ
と
で
あ
る
。
典
拠
は
白
楽

天
の
『
長
恨
歌
』
に
、「
楊
家
ニ
女
有
リ
初
メ
テ
長
成
ス
。
養
ハ
レ
テ
深
閨
ニ
在
リ
テ
人
未
ダ
識
ラ
ズ
」
と
、
あ
る
。

３
、
八
句
目
の
「
…
…
巫
山
一
片
ノ
雲
」
で
あ
る
が
、
巫
山
は
四
川
省
巫
山
県
の
東
に
あ
る
山
で
あ
る
。
普
通
、
男
女
の
情
交
の
こ
と

を
「
巫
山
ノ
夢
」
と
い
う
。
典
拠
は
宋
玉
の
『
高
唐
ノ
賦
』
に
、「
楚
の
懐
王
が
、
高
唐
（
洞
庭
湖
あ
た
り
に
あ
っ
た
高
台
）
に
遊

び
、
夢
に
巫
山
の
神
女
と
通
じ
、
去
る
に
臨
ん
で
、
神
女
が
、『
妾
ハ
巫
山
ノ
陽
、
高
丘
ノ
岨
ニ
有
り
、
旦
ニ
ハ
朝
雲
ト
ナ
リ
、
暮

ニ
ハ
行
雨
ト
ナ
ラ
ン
』
と
、
い
っ
た
」
と
、
い
う
故
事
に
も
と
づ
い
て
、
男
女
の
情
愛
を
の
べ
る
の
が
、
普
通
と
な
っ
た
。
こ
の

詩
で
は
、
そ
の
巫
山
の
雲
と
な
っ
た
神
女
の
美
し
さ
に
劣
ら
な
い
女
で
あ
っ
た
と
い
う
。

４
、
十
一
句
の
「
公
子
王
孫
…
…
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
貴
族
の
子
弟
の
こ
と
を
い
う
。
唐
・
劉
希
夷
の
『
白
頭
ヲ
悲
シ
ム
翁
ニ
代
ル
』

と
い
う
古
詩
に
「
公
子
王
孫
芳
樹
ノ
下
、
清
歌
妙
舞
ス
落
花
ノ
前
」
と
、
あ
る
に
よ
っ
て
い
る
。

、
父
母
被
欺
媒
介
言

父
母
ハ
媒
介
ノ
言
ニ
欺
カ
レ

許
嫁
長
安
一
少
年

許
嫁
ス
長
安
ノ
一
少
年

少
年
無
識
亦
無
行

少
年
識
無
ク
亦
タ
行
ヒ
無
キ
ニ

父
母
敬
之
如
神
仙

父
母
ノ
之
ヲ
敬
ウ
コ
ト
神
仙
ノ
如
シ

肥
馬

與
鷹
犬

肥
馬
軽

ト
鷹
犬
ト

毎
日

遊
俠
客
筵

毎
日
群
遊
ス
俠
客
ノ
筵

交
談
扼
腕
常
招
飲

談
ヲ
交
ヘ
腕
ヲ
扼
シ
常
ニ
招
飲
ス

一
日
之
費
數
千
錢

一
日
ノ
費
エ
数
千
銭

業
漸
傾
遊

裏

産
業

漸
ク
傾
ク
遊
猟
ノ
裏

一
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家
資
徒
竭
酔
歌
前

家
資
徒
ラ
ニ
竭
ク
酔
歌
ノ
前

親
が
口
巧
者
な
仲
人
に
だ
ま
さ
れ
て
、
都
の
若
者
と
の
結
婚
を
許
し
た
。
こ
の
若
者
、
も
と
も
と
教
養
も
な
く
品
行
も
修
ま
ら
ぬ
者

で
あ
っ
た
の
に
、
親
は
こ
の
男
を
神
か
仙
人
の
よ
う
に
敬
っ
た
。

こ
の
男
、
肥
馬
に
の
り
上
等
な
チ
ョ
ッ
キ
を
着
て
、
鷹
・
犬
を
使
っ
て
狩
猟
し
、
つ
い
に
や
く
ざ
に
身
を
投
じ
て
放
蕩
三
昧
。
家
産

も
傾
い
て
、
蓄
財
も
尽
き
た
。

○
富
裕
な
家
庭
に
育
っ
た
女
の
零
落
の
原
因
は
、
両
親
が
口
上
手
な
仲
人
に
だ
ま
さ
れ
て
、
都
の
若
者
と
の
結
婚
を
許
可
し
た
こ
と

に
あ
る
と
明
示
し
て
い
る
。

そ
し
て
若
者
の
短
所
は
、「
識
無
ク
亦
タ
行
ヒ
無
キ
ニ
」と
、
き
わ
め
て
抽
象
的
な
説
明
で
、
現
実
的
、
具
象
的
な
こ
と
が
ら
や
、
行

為
へ
の
眼
識
の
描
写
が
な
い
。

結
婚
後
の
若
者
の
遊
猟
、
遊
俠
者
の
仲
間
に
入
り
、
放
蕩
三
昧
に
あ
け
く
れ
て
、
家
産
も
傾
き
、
蓄
財
も
尽
き
て
い
っ
た
と
、
そ
の

自
堕
落
な
よ
う
す
が
、
観
念
的
な
も
の
と
し
て
終
っ
て
い
る
。

こ
の
解
の
典
故
は
、
十
七
句
の
「
肥
馬

…
…
」
で
あ
る
が
、
肥
え
た
馬
と
軽
い
皮
ご
ろ
も
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
論
語
』

雍
也
扁
に
、「
赤
ノ
斉
ニ
適
ク
ヤ
、
肥
馬
ニ
乗
り
、
軽

ヲ
衣
ル
」
と
、
あ
る
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

、
十
餘
年
來
父
母
亡

十
余
年
来

父
母
モ
亡
セ

弟
兄
離
散
去
他

弟
兄
モ
離
散
シ
テ
他
郷
ニ
去
ル

聟
夫
相
厭
不
相
顧

聟
夫
モ
相
厭
キ
テ
相
顧
ミ
ズ

一
去
無

別
恨
長

一
タ
ビ
去
ッ
テ
帰
ル
無
ク
別
恨
長
シ
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日
往
月
來
家
計
盡

日
往
キ
月
来
リ
家
計
尽
キ

飢
寒
空
送
幾
風
霜

飢
寒

空
シ
ク
送
ル
幾
風
霜

そ
の
後
、
十
余
年
を
経
て
、
両
親
も
亡
く
な
り
、
兄
弟
も
離
れ
離
れ
に
、
他
郷
に
去
っ
て
行
っ
た
。

夫
は
嫌
気
が
さ
し
て
、
妻
を
顧
み
も
し
な
い
。
つ
い
に
夫
は
家
を
去
っ
て
行
方
も
知
れ
ず
、
こ
の
恨
み
は
永
久
に
尽
き
は
す
ま
い
。

空
し
く
月
日
の
み
を
送
り
、
家
計
も
つ
き
て
、
飢
え
と
寒
さ
に
、
幾
星
霜
を
送
っ
た
こ
と
か
。

○
両
親
は
亡
く
な
り
、
兄
弟
も
離
れ
て
ゆ
き
、
夫
も
見
限
っ
て
と
び
出
し
て
行
く
、
こ
の
畳
み
掛
け
る
よ
う
な
不
運
で
は
、
妻
の
恨

み
も
尽
き
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
解
の
典
故
は
、
二
十
七
句
の
「
日
往
月
來
…
…
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
月
日
が
か
わ
る
が
わ
る
移
る
こ
と
で
あ
る
。『
周
易
』
繫

辞
下
伝
に
、「
日
往
ケ
バ
則
チ
月
来
リ
、
月
往
ケ
バ
則
チ
日
来
ル
」
と
、
あ
る
に
よ
る
。

、
秋
風
暮
雨

腸
晨

秋
風
暮
雨

断
腸
ノ
晨

憶
古
懐
今
涙

巾

古
ヲ
憶
ヒ
今
ヲ
懐
フ
テ
涙
巾
ヲ
湿
ス

形
似
死
灰
心
未
死

形
ハ
死
灰
ニ
似
テ
心
ハ
未
ダ
死
セ
ズ

含
怨
難
追
舊
日
春

怨
ミ
ヲ
含
メ
ド
モ
追
ヒ
難
シ
旧
日
ノ
春

居
抱
影
何
所
在

単
居
影
ヲ
抱
ク
何
ノ
在
ル
所
ゾ

滿
鬢
飛
蓬
滿
面
塵

満
鬢
ノ
飛
蓬
満
面
ノ
塵

落
落
戸
庭
人
不
見

落
落
タ
ル
戸
庭
人
見
エ
ズ

欲
披
悲
緒
遂
無
因

悲
緒
ヲ
披
カ
ン
ト
欲
ス
レ
ド
モ
遂
ニ
因
無
シ
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寄
語
世

豪
貴
女

語
ヲ
寄
ス
、
世
間
豪
貴
ノ
女

夫
看
意
莫
見
人

夫
ヲ
択
バ
バ
意
ヲ
看
ヨ
人
ヲ
見
ル
莫
カ
レ

又
寄
世

女
父
母

又
寄
ス
世
間
ノ
女
ノ
父
母

願
以
此
言
書
諸
紳

願
ハ
ク
バ
此
ノ
言
ヲ
以
テ
諸
ヲ
紳
ニ
書
セ
ヨ

秋
風
や
夕
暮
れ
の
雨
に
、
悲
し
み
が
い
よ
い
よ
つ
の
る
時
、
お
の
ず
と
、
昔
を
思
い
今
の
境
遇
を

え
て
は
、
涙
で
ハ
ン
カ
チ
を
ぬ

ら
す
ば
か
り
、
身
は
冷
え
き
っ
た
灰
の
よ
う
で
も
、
心
は
ま
だ
死
に
き
れ
ず
、
怨
ん
で
も
、
も
は
や
昔
の
春
を
取
り
も
ど
す
こ
と
は
で

き
ぬ
。

ひ
り
と
住
ま
い
で
、
我
と
我
が
影
を
抱
く
だ
け
の
わ
び
し
さ
。
鬢
も
髪
も
乱
れ
た
飛
蓬
の
よ
う
で
、
顔
は
塵
だ
ら
け
。

部
屋
も
庭
も
閑
散
と
し
て
、
人
影
も
な
い
。

こ
の
悲
し
い
思
い
を
訴
え
よ
う
と
し
て
も
、
手
立
て
も
な
い
。

そ
こ
で
世
間
の
富
貴
な
家
庭
の
女
性
に
申
し
上
げ
る
が
、
夫
を
択
ぶ
に
は
、
そ
の
心
を
見
な
さ
い
、
決
し
て
そ
の
外
形
に
迷
わ
さ
れ

て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。

さ
ら
に
、
世
の
娘
を
持
つ
親
に
申
し
上
げ
る
が
、
ど
う
か
私
の
こ
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
帯
の
た
れ
て
い
る
部
分
に
書
き
と

め
て
お
い
て
下
さ
い
。

典
故
は
、
１
、
三
十
一
句
の
「
死
灰
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
え
つ
き
て
冷
た
く
な
っ
た
灰
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
女
の
身

体
が
冷
え
き
っ
た
灰
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
の
語
に
よ
る
。

２
、
三
十
四
句
の
「
飛
蓬
」
は
、
よ
も
ぎ
の
飛
び
乱
れ
る
よ
う
に
、
髪
の
乱
れ
た
の
を
い
う
が
、
こ
れ
は
『
詩
経
』
衛
風
伯

篇
に
、

「
伯
ノ
東
セ
シ
ヨ
リ
、
首
ハ
飛
蓬
ノ
如
シ
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。

一
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３
、
三
十
五
句
の
「
落
落
」
は
、
寂
し
い
さ
ま
で
あ
っ
て
、
左
思
の
『
詠
史
』
詩
に
、「
落
落
タ
ル
窮
巷
ノ
士
、
影
ヲ
抱
イ
テ
空
廬
ヲ

守
ル
」
と
、
あ
る
の
に
よ
る
。

４
、
四
十
句
の
「
書
諸
紳
」
の
「
紳
」
は
大
帯
の
結
ん
で
垂
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
紳
に
書
す
の
は
備
忘
の
た
め
で
あ
る
。
こ
れ

は
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
に
、「
子
張
、
コ
レ
ヲ
紳
ニ
書
ス
」
と
、
あ
る
の
に
よ
る
。

○
こ
の
最
後
の
解
は
、
明
ら
か
に
世
の
親
、
子
女
を
戒
め
る
意
味
で
作
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
立
証
す
る
も
の
が
、

「
語
ヲ
寄
ス
、
世
間
豪
貴
ノ
女
、

夫
ヲ
択
バ
バ
意
ヲ
看
ヨ
、
人
ヲ
見
ル
莫
カ
レ
、

又
寄
ス

世
間
ノ
女
ノ
父
母

願
ハ
ク
ハ
此
ノ
言
ヲ
以
テ
諸
ヲ
紳
ニ
書
セ
ヨ
」
と
、
い
う
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
四
句
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
諷
諭
詩
の
場
合
、
常
套
手
段

と
も
い
え
る
教
戒
の
こ
と
ば
に
よ
る
結
語
で
あ
る
。

畢
竟
、
こ
の
四
十
句
に
な
る
紀
長
谷
雄
の
長
篇
の
詩
は
、
裕
福
な
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
不
識
無
行
の
不

な
男
に
嫁
い
だ
ば
か
り

に
、
生
涯
貧
窮
に
泣
く
女
の
な
げ
き
の
訴
え
で
あ
る
。

実
説
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
親
が
仲
人
口
に
だ
ま
さ
れ
て
、
結
婚
を
許
し
た
の
が
、
そ
も
そ
も
の
原
因
で
あ
る
と
い

う
。儒

教
の
モ
ラ
ル
に
よ
る
当
時
の
厳
格
な
親
子
関
係
の
中
で
、
親
の
眼
識
の
な
さ
が
、
娘
の
不
幸
を
生
ん
だ
と
い
う
経
緯
で
あ
る
が
、

恐
ら
く
類
似
の
こ
と
が
、
身
近
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
然
も
有
り
な
ん
と
い
う
感
慨
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
紀
長
谷
雄
が
、
白
楽
天
の
新
楽
府
に
見
ら
れ
る
諷
諭
詩
の
体
裁
と
そ
の
精
神
（
詩
趣
）
に
、
一
歩
近
づ
け
た
具
体

的
な
詩
と
し
て
評
価
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

一
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四
、

そ
れ
で
は
、「
貧
女
ノ
吟
」
と
似
た
内
容
の
作
品
と
し
て
、
白
楽
天
の
新
楽
府
第
四
十
首
の
「
井
底
引
銀
瓶
（
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
）」

｜
止
淫
奔
也
（
淫
奔
ヲ
止
ム
ル
ナ
リ
）
｜
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
詩
は
、
三
十
四
句
か
ら
な
る
楽
府
体
の
詩
で
あ
る
。

題
目
の
「
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
」
と
は
、
井
戸
の
底
か
ら
銀
の
釣
瓶
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
い
う
。「
瓶
」
は
、
釣
瓶
の
こ
と
で
、
も
と

も
と
、
な
わ
や
さ
お
を
つ
け
て
井
戸
の
水
を
く
み
上
げ
る
桶
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、「
淫
奔
ヲ
止
ム
ル
ナ
リ
」と
、
あ
る
の
は
、
み
だ
ら
な
結
婚
を
戒
め
、
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
作
っ
た

詩
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

井
底
引
銀
瓶

井
底
銀
瓶
ヲ
引
く

銀
瓶
欲
上
絲
繩

銀
瓶
上
ラ
ン
ト
欲
シ
テ
糸
縄

エ

石
上
磨
玉
簪

石
上
玉
簪
ヲ
磨
ク

玉
簪
欲
成
中
央
折

玉
簪
成
ラ
ン
ト
欲
シ
テ
中
央
ヨ
リ
折
ル

瓶
沈
簪
折
知
奈
何

瓶
沈
ミ
簪
折
ル
知
ン
ヌ
奈
何
セ
ン

以
妾
今
朝
與
君
別

妾
ガ
今
朝
君
ト
別
ル
ル
ニ
似
タ
リ

憶
昔
在
家
爲
女
時

憶
フ
昔
家
ニ
在
リ
テ
女
為
リ
シ
時

人
言

動
有
殊
姿

人
ハ
言
フ
挙
動
殊
姿
有
リ
ト

両
鬢
秋
蟬
翼

タ
ル
両
鬢
ハ
秋
蟬
ノ
翼

宛
轉
雙
蛾
遠
山
色

宛
転
タ
ル
双
蛾
ハ
遠
山
ノ
色
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笑
隨

伴
後
園
中

笑
ッ
テ
戯
伴
ニ
随
フ
後
園
ノ
中

此
時
與
君
未
相
識

此
ノ
時
君
ト
未
ダ
相
識
ラ
ズ

妾
弄
靑
梅
憑
短
牆

妾
ハ
青
梅
ヲ
弄
ン
デ
短

ニ
憑
リ

君
騎
白
馬
傍
垂
楊

君
ハ
白
馬
ニ
騎
リ
テ
垂
楊
ニ
傍
フ

牆
頭
馬
上
遥
相
顧

頭
馬
上
遥
カ
ニ
相
顧
リ
ミ
ル

一
見
知
君

腸

一
見
君
ガ
即
チ
腸
ヲ
断
ツ
ヲ
知
ル

知
君

腸
共
君
語

君
ガ
腸
ヲ
断
ツ
ヲ
知
リ
テ
君
ト
共
ニ
語
ル

君
指
南
山
松
柏
樹

君
ハ
指
サ
ス
南
山
ノ
松
柏
樹

感
君
松
柏
化
爲
心

君
ガ
松
柏
ヲ
化
シ
テ
心
ト
為
ス
ニ
感
ジ

暗
合
雙

逐
君
去

暗
ニ
双

ヲ
合
セ
テ
君
ヲ
逐
ヒ
テ
去
ル

到
君
家
舎
五
六
年

君
ガ
家
ニ
到
ツ
テ
舎
ス
ル
コ
ト
五
六
年

君
家
大
人
頻
有
言

君
ガ
家
ノ
大
人
頻
ニ
言
フ
有
リ

聘
則
爲
妻
奔
是
妾

聘
ス
レ
バ
則
チ
妻
為
リ
奔
レ
バ
是
レ
妾

不
堪
主
祀
奉

祀
リ
ヲ
主
ド
リ
テ

ヲ
奉
ズ
ル
ニ
堪
ヘ
ズ
ト

終
知
君
家
不
可
住

終
ニ
君
ガ
家
ノ
住
ル
可
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
知
ル
モ

其
奈
出
門
無
去
處

其
レ
門
ヲ
出
ヅ
レ
バ
去
ク
処
無
キ
ヲ
奈
セ
ン

豈
無
父
母
在
高
堂

豈
ニ
父
母
ノ
高
堂
ニ
在
ル
無
カ
ラ
ン
ヤ

亦
有

親
滿
故

亦
タ
情
親
ノ
故
郷
ニ
満
ツ
ル
有
リ

來
更
不
通
消
息

潜
ニ
来
リ
シ
ヨ
リ
更
ニ
消
息
ヲ
通
ゼ
ズ

一
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今
日
悲
羞

不
得

今
日
悲
羞
ス
レ
ド
モ
帰
リ
得
ズ

爲
君
一
日
恩

君
ガ
一
日
ノ
恩
ノ
為
ニ

妾
百
年
身

妾
ガ
百

年
ノ
身
ヲ

ル

寄
言
癡
小
人
家
女

言
ヲ
寄
ス
痴
小
ナ
ル
人
家
ノ
女
ニ

愼
勿

身

許
人

慎
シ
ミ
テ
身
ヲ
将
テ
軽
シ
ク
人
ニ
許
ス
コ
ト
勿
カ
レ

詩
は
、
正
式
な
礼
に
よ
ら
ず
、
み
だ
ら
な
自
由
結
婚
を
し
た
女
の
、
如
何
と
も
し
が
た
い
零
落
の
現
況
が
、

井
底
銀
瓶
ヲ
引
く

銀
瓶
上
ガ
ラ
ン
ト
欲
シ
テ
糸
縄
絶
エ

石
上

玉
簪
ヲ
磨
ク

玉
簪
成
ラ
ン
ト
欲
シ
テ
中
央
ヨ
リ
折
ル

瓶
沈
ミ
簪
折
ル
知
ン
ヌ
奈
何
セ
ン
」
と
。

奇
抜
な
比
喩
で
、
そ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
、
詠
い
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
あ
と
は
、
終
始
一
貫
、
女
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
（
独
白
）
で
、

馴
れ
初
め
か
ら
の
事
の
顚
末
が
語
ら
れ
て
い
く
。

井
戸
の
底
か
ら
銀
の
瓶
を
引
き
あ
げ
よ
う
と
し
て
、
あ
が
り
か
け
た
と
こ
ろ
で
、
縄
が
ぷ
っ
つ
り
切
れ
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
石
の
上
で
玉
の
簪
を
み
が
い
て
い
て
、
出
来
あ
が
り
か
け
た
と
こ
ろ
で
、
ま
ん
中
か
ら
折
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
瓶
は
沈
み
、
簪
が
折
れ
た
の
は
、
ど
う
す
る
す
べ
も
な
い
が
、
そ
れ
は
ま
る
で
、
今
日
あ
な
た
と
別
れ
る
わ
た
し
の
身
の
上
そ
っ

く
り
で
あ
る
。

昔
、
家
に
居
た
生
娘
の
時
代
、
立
ち
居
振
る
舞
い
が
す
ぐ
れ
て
美
し
い
と
世
間
の
人
々
か
ら
ほ
め
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

一
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左
右
の
鬢
は
、
秋
の
蟬
の
羽
の
よ
う
に
美
し
く
、
対
の
眉
は
、
ま
る
で
遠
山
の
色
か
と
見
ま
ち
が
え
る
ほ
ど
で
し
た
。

そ
の
妾
は
、
笑
い
こ
け
な
が
ら
友
達
と
奥
の
庭
で
遊
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
、
ま
だ
あ
な
た
と
は
知
り
合
い
で
は
な
か
っ

た
の
で
す
。

あ
る
日
、
妾
が
青
い
梅
を
も
て
あ
そ
び
な
が
ら
低
い
垣
根
に
も
た
れ
て
い
る
と
、
あ
な
た
は
白
馬
に
の
っ
て
、
し
だ
れ
柳
の
そ
ば
ま

で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
て
、
垣
根
の
ほ
と
り
の
妾
と
、
馬
の
上
の
あ
な
た
と
が
、
は
る
か
に
目
が
あ
う
と
、
一
目
で
あ
な
た
が
、
妾
に

思
い
を
か
け
て
お
ら
れ
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
妾
は
、
あ
な
た
と
お
話
を
す
る
と
、
あ
な
た
は
南
山
の
松
や
柏
を
指
差
し
て
、

松
柏
の
常
緑
の
よ
う
に
、
心
の
変
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
松
や
柏
を
わ
が
心
と
お
誓
い
下
さ
っ
た
あ
な
た
の
心
に
動
か
さ
れ
て
、
妾
は
人
知
れ
ず
、
わ
げ
を
一
つ
に
結
い
あ
げ
、
あ
な
た

を
慕
っ
て
や
っ
て
来
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
あ
な
た
の
家
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
五
・
六
年
に
な
り
ま
す
が
、
あ
な
た
の
ご
両
親
は
し

き
り
に
言
わ
れ
ま
す
。

「
結
納
を
お
さ
め
、
礼
を
つ
く
し
て
迎
え
た
も
の
な
ら
妻
に
も
で
き
る
が
、
か
っ
て
に
奔
っ
て
や
っ
て
来
た

女
な
ど
は
、
妾
で
あ
る
。
妾
に
は
、
先
祖
の
祭
り
を
差
配
し
て
、
供
え
物
を
さ
せ
た
り
は
で
き
な
い
」
と
。

も
う
あ
な
た
の
家
に
と
ど
ま
っ
て
お
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
門
を
出
て
も
行
く
と
こ
ろ
の
な
い
の
を
ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

古
里
の
表
座
敷
に
は
、
両
親
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
故
郷
に
は
親
戚
・
縁
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
っ
と

ぬ
け
出
し
て
来
て
以
来
、
全
く
便
り
も
し
て
お
ら
ず
、
今
と
な
っ
て
は
悲
し
い
や
ら
、
は
ず
か
し
い
や
ら
で
帰
っ
て
も
行
け
ま
せ
ん
。

え
て
み
る
と
、
あ
な
た
の
た
っ
た
一
日
の
お
情
け
の
た
め
に
、
妾
は
一
生
を
誤
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
世
間
知
ら
ず
の
若
い
娘
さ
ん
た
ち
に
、
ご
忠
告
申
し
ま
す
。
用
心
し
て
軽
率
に
男
に
身
を
任
せ
る
よ
う
な
こ
と
、
ゆ
め
ゆ
め

な
さ
ら
ぬ
よ
う
に
。

一
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思
う
に
、
こ
の
白
楽
天
の
新
楽
府
の
詩
は
、
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
で
い
う
「
淫
奔
ヲ
止
ム
ル
ナ
リ
」
と
い
う
趣
旨
そ
の
も
の
で
、
正
式

な
結
婚
を
し
な
い
で
、
私
通
す
る
こ
と
を
訓
戒
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
般
に
「
淫
奔
」
の
「
淫
」
は
、
男
の
好

色
を
い
い
、「
奔
」は
、
女
が
家
出
を
し
て
男
の
と
こ
ろ
に
へ
走
る
の
を
い
う
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
詩
は
女
の
モ
ノ
ロ
ー

グ
で
展
開
し
て
い
る
点
を
勘
案
す
る
と
、
自
戒
の
気
持
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
詩
経
』
の
大
車
の
序
に
、「
礼
儀
陵
遅
（
衰
え
る
こ
と
）
シ
テ
、
男
女
淫
奔
ス
」
と
、
あ
る
が
、
白
楽
天
（
七
七
二
｜
八
四
六
）
の

中
唐
時
代
は
、
こ
の
作
品
の
よ
う
に
私
通
（
自
由
恋
愛
・
自
由
結
婚
な
ど
）
が
、
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
元

（
七
七
九

｜
八
三
一
）
の
伝
奇
小
説
『
鶯
鶯
伝
』（
別
名
「
会
真
記
」）
な
ど
は
こ
う
し
た
時
代
の
風
潮
を
反
映
し
た
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
も
の
で
あ
ろ

う
。だ

が
し
か
し
、
こ
の
白
楽
天
の
新
楽
府
も
元

の
『
鶯
鶯
伝
』
の
場
合
も
、
成
就
で
き
な
か
っ
た
恋
愛
・
結
婚
に
対
す
る
ヒ
ロ
イ
ン

の
態
度
は
、
毅
然
と
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
自
責
の
念
に
か
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
は
個
（
ひ
と
り
女
）
の
自
覚
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

ち
な
み
に
、
そ
の
点
を
具
現
す
る
と
、
元

の
『
鶯
鶯
伝
』
で
は
、
す
で
に
見
限
っ
て
い
な
が
ら
、
男
の
張
生
が
、
女
の
崔
に
未
練

が
ま
し
く
会
い
に
来
た
の
に
対
し
て
、
女
は
ど
う
し
て
も
会
わ
な
く
て
、
一
篇
の
詩
を
送
り
、
き
っ
ぱ
り
と
別
れ
を
告
げ
て
い
る
。
そ

れ
は
こ
う
で
あ
る
。

棄
テ
置
カ
レ
テ
、
今
何
ヲ
カ
道
ハ
ン
、（
見
す
て
ら
れ
た
今
に
な
っ
て
、
何
を
申
し
ま
し
ょ
う
）

当
リ
シ
時
、
且
ク
自
ヲ
親
シ
メ
リ
、（
あ
の
時
は
、
私
の
方
か
ら
し
か
け
た
恋
な
の
で
す
か
ら
）

還
タ
旧
時
ノ
意
ヲ
将
チ
テ
、（
い
ま
、
あ
の
時
、
私
に
し
て
下
さ
っ
た
心
で
、）

憐
ミ
テ
眼
前
ノ
人
ヲ
取
ラ
ン
（
お
そ
ば
に
い
る
お
方
を
、
い
つ
く
し
ん
で
下
さ
い
。）

私
通
で
不

な
恋
愛
の
世
界
で
あ
っ
て
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
（
女
）
の
姿
勢
は
、
個
の
自
覚
に
も
と
づ
い
た
判
断
で
、
見
事
と
い
わ
ざ
る

二
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を
得
な
い
。

一
方
、
こ
の
白
楽
天
の
「
井
底
銀
瓶
ヲ
引
く
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
古
来
、
男
女
の
離
別
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
斉
の
釈

宝
月
の
『
估
客
楽
』
で
は
、「
瓶
ノ
井
ニ
落
ツ
ル
ヲ
作
ス
莫
カ
レ
、
一
タ
ビ
去
ラ
バ
消
息
無
カ
ラ
ン
」
と
、
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
た
、
男
の
親
が
か
っ
て
に
奔
り
こ
ん
だ
女
は
妾
だ
。
そ
ん
な
女
に
ご
先
祖
の
お
祭
り
な
ど
は
、
さ
せ
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
、

男
の
家
で
は
一
緒
に
住
め
な
い
と
悟
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
自
ら
と
び
だ
し
て
以
来
、
古
里
に
は
便
も
し
て
い
な
い
の
で
、
今
と

な
っ
て
は
悲
し
い
や
ら
は
ず
か
し
い
や
ら
で
、
帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い
。

当
然
と
い
え
ば
、
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
、
き
わ
め
て
理
性
的
な
思
慮
と
分
別
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
個（
ひ
と
り
の
女
）

の
自
覚
の
証
で
あ
る
。

そ
し
て
悔
恨
の
情
の
産
物
が
、「
君
が
一
日
ノ
恩
ノ
為
ニ
、
妾
ガ
百
年
ノ
身
を

ル
」（
あ
な
た
の
た
っ
た
一
日
の
お
情
け
の
た
め
に
、

わ
た
し
は
一
生
を
だ
い
な
し
に
し
て
し
ま
っ
た
）
と
、
い
う
自
省
で
あ
る
。

最
後
に
、「
言
ヲ
寄
ス
痴
小
ナ
ル
人
家
ノ
女
ニ
、
慎
シ
ミ
テ
身
ヲ
将
テ
軽
シ
ク
人
ニ
許
ス
コ
ト
勿
カ
レ
」を
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
結
句
に

し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
作
者
（
白
楽
天
）
の
主
意
で
、
世
間
知
ら
ず
の
小
娘
に
対
し
て
、
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
う
っ

か
り
男
に
身
を
任
せ
る
と
、「
百
年
ノ
身
ヲ

ル
」
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
慎
め
と
い
う
の
で
あ
る
。
無
論
、
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
の
「
淫

奔
ヲ
止
ム
ル
ナ
リ
」
と
は
、
こ
れ
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。

畢
竟
す
る
に
、
元
・
白
い
ず
れ
の
作
品
で
も
、
自
か
ら
招
い
た
不
遇
者
と
し
て
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
告
白
は
、
自
縄
自
縛
に
対
す
る
自
責

の
念
を
前
提
に
し
た
う
え
で
の
そ
れ
で
あ
る
だ
け
に
、
憂
愁
の
色
も
感
じ
さ
せ
ぬ
ほ
ど
で
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
、
意
気
軒
昻
な
姿
勢
さ

え
見
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
気
力
に
富
む
ヒ
ロ
イ
ン
の
登
場
は
、
ひ
と
え
に
、
元

・
白
楽
天
の
時
代
の
先
駆
者
的
な
見
識
が
生
み
だ
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

二
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は
た
ま
た
、
元
・
白
が
生
存
し
て
い
た
中
唐
（
八
世
紀
半
ば
か
ら
九
世
紀
半
ば
頃
）
は
〞
安
史
の
乱
〝
後
の
衰
退
期
で
も
あ
っ
て
、

礼
楽
を
重
ん
じ
る
儒
教
の
精
神
が
随
落
し
て
、
自
由
恋
愛
・
結
婚
の
ム
ー
ド
も
身
近
か
に
か
い
ま
み
ら
れ
る
と
い
っ
た
時
代
の
俗
臭
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
伝
奇
小
説
『
鶯
鶯
伝
』
は
、
元

の
若
き
日
の
自
叙
伝
で
は
な
い
か
と
い
う
説
さ
え
あ
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
、
結
果
的
に

棄
婦
と
な
っ
た
恋
愛
の
相
手
（
崔
氏
）
に
対
す
る
憐
憫
の
情
が
、
創
作
の
世
界
で
は
、
自
負
と
思
慮
分
別
の
あ
る
時
代
を
先
駆
け
る
ヒ

ロ
イ
ン
と
し
て
の
人
間
像
に
仕
組
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
穿
っ
た
見
解
も
生
じ
る
。

そ
れ
で
は
、
日
本
の
紀
長
谷
雄
（
八
五
一
｜
九
一
二
）
の
四
十
句
か
ら
な
る
七
言
古
詩
『
貧
女
吟
』（
貧
女
ノ
吟
）
の
場
合
は
、
如
何

な
る
展
開
の
詩
で
あ
る
と
、
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

五
、

『
貧
女
吟
』
の
「
吟
」
は
、
漢
詩
の
一
体
。
楽
府
の
題
の
最
後
に
付
さ
れ
る
「
行
」、「
曲
」、「
歌
」
な
ど
と
同
種
の
も
の
で
、『
梁
父

吟
』（
人
が
死
ん
で
梁
甫
山
に
葬
ら
れ
る
の
を
歌
っ
た
古
歌
。
古
来
、
三
国
・
蜀
の
諸
葛
孔
明
が
、
こ
れ
を
こ
の
ん
で
歌
っ
た
と
い
う
）

が
、「
吟
」
の
つ
く
題
と
し
て
は
、
有
名
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
吟
」
と
は
、
声
に
調
子
を
つ
け
て
「
う
た
う
」
意
と
い
う
。
だ
と
す
れ
ば
、『
貧
女
吟
』
は
、「
貧
女
の
歌
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
要
す
る
に
、「
貧
窮
に
泣
く
女
の
歌
」
の
こ
と
で
あ
る
。

総
体
的
な
印
象
と
し
て
は
、
諷
諭
詩
と
し
て
の
体
裁
も
一
応
と
と
の
っ
て
い
て
、
白
楽
天
の
新
楽
府
「
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
」
の
よ
う

な
迫
力
は
な
い
が
、
わ
が
国
の
詩
人
の
詩
で
は
、
成
功
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

当
時
の
漢
詩
人
、
島
田
忠
臣
・
菅
原
道
真
に
そ
の
詩
文
の
才
を
認
め
ら
れ
、
道
真
か
ら
は
「
元
・
白
ノ
再
生
ト
雖
モ
何
ヲ
以
テ
焉
ニ

二
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加
ヘ
ン
」
と
、
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
当
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

作
法
と
し
て
、
女
の
淪
落
の
現
況
か
ら
説
き
あ
か
さ
れ
て
、
何
故
そ
の
よ
う
な
悲
劇
的
な
結
末
に
な
っ
た
の
か
。
過
去
へ
と
さ
か
の

ぼ
っ
て
の
説
法
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
う
い
う
叙
事
詩
の
場
合
、
常
套
手
段
で
も
あ
る
。

た
だ
、
白
楽
天
の
新
楽
府
と
の
差
異
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
が
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
モ
ノ
ロ
ー
グ
形
式
で
は
な
く
て
、
作
者
の
説
明
体

の
様
式
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
そ
の
表
現
法
の
点
で
、
お
の
ず
と
、
臨
場
感
や
躍
動
感
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
。

当
時
（
上
代
か
ら
中
古
初
期
）
の
わ
が
国
の
普
遍
的
な
家
族
（
子
は
親
に
従
順
で
あ
る
関
係
）
と
い
う
か
、
家
の
仕
組
と
い
う
か
、

こ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
端
的
に
い
え
ば
、
作
品
の
中
で
ヒ
ロ
イ
ン
の
主
張
や
行
為
と
い
う
か
、
つ
ま
り
、
積
極
的
な
主
体
性
が
見
受
け
ら

れ
な
い
の
が
、
白
楽
天
の
新
楽
府
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
。

表
現
さ
れ
た
内
容
に
対
す
る
予
想
や
願
望
は
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
も
の
で
あ
る
が
、
仲
人
口
に
だ
ま
さ
れ
る
蓋
然
性
は
、
度
合
い
の
差

は
あ
る
と
し
て
も
、
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
都
（
都
会
）
の
若
者
の
ム
ー
ド
に
惑
わ
さ
れ
た
親
及
び
女
の
イ
ン
フ
ェ

オ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
（
劣
等
感
）
の
心
理
も
時
代
色
と
し
て
多
分
に

え
ら
れ
よ
う
。

教
戒
の
主
意
は
、「
夫
ヲ
択
バ
バ
意
ヲ
看
ヨ
、
人
ヲ
見
ル
莫
カ
レ
」と
、
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
い
つ
の
時
代
で
も
い
え
る
箴

言
で
あ
ろ
う
。

と
に
か
く
、
親
に
従
順
な
親
子
関
係
の
中
で
、
親
の
見
そ
こ
な
い
に
よ
っ
て
、
奈
落
の
底
で
悲
痛
に
あ
え
ぐ
女
の
生
き
ざ
ま
で
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
沈
淪
に
身
を
ま
か
せ
た
だ
け
の
人
間
像
が
あ
る
だ
け
で
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
主
張
や
個
性
が
見
え
て
こ
な
い
。
と
す
れ
ば
、

こ
れ
は
漢
詩
に
よ
る
貧
窮
問
答
歌
の
パ
タ
ン
で
あ
っ
て
、
そ
の
集
約
と
し
て
、
｜「
世
の
中
を
、
厭
し
と
や
さ
し
と
、
思
へ
ど
も
飛
び
立

ち
か
ね
つ
、
鳥
に
し
あ
ら
ね
ば
」
と
、
歌
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
、
泣
き
寝
入
り
的
、
帰
結
の
叙
事
詩
と
い
え
よ
う
。

二
三



勿
論
、
作
者
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
家
、
風
俗
、
個
性
、
環
境
、
時
代
性
等
を
包
含
し
た
も
の
へ
の
教
戒
、
諷
諭
の
意
味
合
い
を
こ

め
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
悲
劇
的
な
結
末
）
の
叙
事
詩
が
、
わ
が
国
の
上
代
・
中
古
初
期
の
文
学
（
詩
・
歌
）

で
は
、
お
そ
ら
く
普
遍
の
産
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
ぬ
。

最
後
に
、
白
楽
天
の
新
楽
府
「
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
」
と
、
紀
長
谷
雄
の
古
詩
「
貧
女
ノ
吟
」
で
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
姿
勢
（
事
に
対
し
て

と
る
態
度
）
を
最
も
明
示
し
て
い
る
詩
句
を
あ
げ
て
、
比
較
検
討
の
結
び
と
し
よ
う
。

前
者
、
白
楽
天
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
は
、
自
己
の
淫
奔
な
行
為
に
対
し
て
の
自
省
を
前
提
に
し
た
個
（
ひ
と
り
の
人
間
）
の
自
覚
が
あ
っ

て
、
毅
然
と
し
た
態
度
と
言
葉
が
、
印
象
深
い
が
、
そ
の
証
と
し
て
は
、
愛
し
た
男
に
対
し
て
も
、

君
ガ
一
日
ノ
恩
ノ
為
ニ

妾
ガ
百
年
ノ
身
ヲ

ル

と
、
い
う
金
句
を
な
げ
か
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
後
者
、「
貧
女
ノ
吟
」
の
女
に
は
、
孤
独
と
悲
痛
の
説
明
や
描
写
は
あ
っ
て
も
、
自
省
、
自
戒
の
こ
と
ば
も
希
薄
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
奈
落
の
底
で
嘆
く
女
が
い
る
だ
け
で
あ
る
。
具
現
す
る
と
、
こ
う
で
あ
る
。

飢
寒

空
シ
ク
送
ル
幾
風
霜

秋
風

暮
雨

断
腸
ノ
晨

古
ヲ
憶
ヒ
今
ヲ
懐
ヒ
テ
涙
巾
ヲ
湿
ス

形
ハ
死
灰
ニ
似
テ

心
ハ
未
ダ
死
セ
ズ

怨
ミ
ヲ
含
メ
ド
モ
追
ヒ
難
シ
旧
日
ノ
春

単
居

影
ヲ
抱
ク

何
ノ
在
ル
所
ゾ

二
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満
鬢
ノ
飛
蓬

満
面
ノ
塵

落
落
タ
ル
戸
庭

人
見
エ
ズ

悲
緒
ヲ
披
カ
ン
ト
欲
ス
レ
ド
モ
遂
ニ
因
無
シ

人
生
の
悲
哀
を
醸
す
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
語
句
、「
空
シ
ク
送
ル
幾
風
霜
」、「
秋
風

暮
雨
」、「
旧
日
ノ
春
」、「
落
落
タ
ル
戸
庭
」
等
を

媒
介
と
し
て
、
女
の
外
見
と
心
情
が
、
こ
れ
ま
た
常
套
語
で
あ
る
「
断
腸
ノ
晨
」、「
涙
巾
ヲ
湿
ス
」、「
怨
ミ
ヲ
含
メ
ド
モ
追
ヒ
難
シ
」、

「
影
ヲ
抱
ク
」、「
満
鬢
ノ
飛
蓬
」、「
満
面
ノ
塵
」等
と
い
っ
た
情
趣
的
な
語
句
が
、
羅
列
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
孤
独
、
悲
傷
の
心
理
は

推
察
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
女
の
具
体
的
な
主
観
や
主
張
が
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
貧
女
ノ
吟
」
は
、
白
楽
天
の
新
楽
府
「
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
」
に
似
た
諷
諭
詩
で
は
あ
る
が
、
中
国
と
わ
が
国
の

歴
史
、
思
想
、
風
土
、
年
代
、
生
活
実
態
の
差
異
が
、
詩
趣
に
、
明
暗
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

六
、

思
う
に
、
白
楽
天
の
詩
が
、
十
一
世
紀
以
後
、
ま
す
ま
す
日
本
文
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

二
・
三
そ
の
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、
こ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、『
和
漢
朗
詠
集
』（
巻
下
・
雑
・
妓
女
）
に
、
こ
の
「
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
」
中
の
対
句
、

○

兩
鬢
秋
蟬
翼

タ
ル
両
鬢
ハ
秋
蟬
ノ
翼

宛
轉
雙

遠
山
色

宛
転
タ
ル
双
蛾
ハ
遠
山
ノ
色

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
女
の
美
を
詠
じ
た
も
の
と
し
て
で
あ
る
。

二
五



そ
れ
が
『
源
平
盛
衰
記
』（
巻
二
・
清
盛
息
女
の
事
）
で
は
、

○
「
七
に
は
安
芸
の
厳
島
の
内
侍
が
腹
の
娘
な
り
。
さ
し
た
る
才
芸
は
な
か
り
け
れ
ど
も
、
美
貌
は
人
に
勝
れ
給
へ
り
。

た
る
両

鬢
は
秋
の
蟬
の
翼
、
宛
転
た
る
双
蛾
は
遠
山
の
色
と
ぞ
見
紛
ふ
。
秋
の
夜
月
を
待
ち
、
は
つ
か
に
山
を
出
づ
る
清
光
を
見
る
が
如

し
」
と
、
あ
る
が
、
そ
れ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
新
楽
府
の
詩
で
、
わ
が
国
の
人
々
の
共
感
を
よ
ん
だ
の
は
、「
君
ガ
一
日
ノ
恩
ノ
為
ニ
、
妾
ガ
百
年
ノ
身
ヲ

ル
」

と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
明
白
な
も
の
は
、
こ
う
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
』
巻
六
、
葵
前
で
は
、

「
こ
の
手
習
を
、
冷
泉
少
将
隆
房
御
心
知
り
の
人
に
て
、
こ
れ
を
取
っ
て
、
件
の
葵
の
前
に
賜
は
せ
け
れ
ば
、
か
ほ
う
ち
あ
か
め
、
例
な

ら
ぬ
心
地
出
で
き
た
り
と
て
、
里
へ
帰
り
、
う
ち
臥
す
事
五
六
日
し
て
、
つ
ひ
に
は
か
な
く
な
り
に
け
り
。
君
が
一
日
の
恩
の
た
め

に
、
妾
が
百
年
の
身
を
滅
ぼ
す
と
も
、
か
や
う
の
事
を
や
申
す
べ
き
」
と
、
あ
る
。

『
源
平
盛
衰
記
』
巻
二
十
五
、
此
君
賢
聖

紅
葉
山
葵
宿
弥
で
は
、「
煩
ふ
事
三
十
余
日
あ
り
て
彼
の
歌
を
胸
に
あ
て
て
、
終
に
墓
な
く

身
ま
か
り
に
け
り
。
主
人
被
二

聞
召
一

て
御
涙
に
む
せ
ば
せ
給
ひ
け
り
。
為
二

君
一
日
之
恩
一

、
誤
二

妾
百
年
之
身
一

、
寄
レ

言

痴

少

人

家

娘
、
慎
勿
二

将
レ

身
軽
許
一レ

人
と
誡
め
た
り
」
と
、
あ
る
。

『
太
平
記
』巻
四
、
笠
置
囚
人
死
罪
流
刑
事
付

藤
房
卿
事
で
は
、「
此
女
房
立
帰
り
、
形
見
の
髪
と
歌
と
を
見
て
、
読
て
は
泣
、
泣
て
は
読

み
、
千
度
百
廻
巻
き
返
せ
共
、
心
乱
れ
て
せ
ん
方
も
な
し
。
…
…
先
の
歌
に
一
首
書
副
て
、
形
見
の
髪
を
袖
に
入
、
大
井
川
の
深
き
淵

に
身
を
投
げ
る
こ
そ
哀
な
れ
。
為
二

君
一
日
恩
一

、
誤
二

妾
百
年
身
一

と
も
、
加
様
の
事
を
や
申
べ
き
」
と
、
あ
る
。

二
六



以
上
、「
君
ガ
一
日
ノ
恩
ノ
為
ニ
、
妾
ガ
百
年
ノ
身
ヲ

ル
」
の
投
影
の
実
情
は
、『
平
家
物
語
』、『
源
平
盛
衰
記
』、『
太
平
記
』
な

ど
で
は
、
概
ね
恋
や
愛
の
果
て
の
死
の
例
と
し
て
、
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
日
本
的
な
受
容
で
、
い
ず
れ
も
あ
わ
れ
を
さ
そ
う

情
趣
的
な
も
の
へ
の
傾
斜
が
濃
厚
で
あ
る
。

一
方
、
中
古
の
中
期
（
一
〇
一
〇
年
代
）
に
成
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
『
和
漢
朗
詠
集
』（
藤
原
公
任
編
）
の
存
在
も
大
き
い
。

具
体
的
に
は
、
五
八
八
首
の
漢
詩
句
と
、
二
一
六
首
の
和
歌
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
漢
詩
は
白
楽
天
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、

和
歌
は
紀
貫
之
や
凡
河
内
躬
恒
の
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
詩
歌
の
詠
作
の
軌
範
と
し
て
広
く
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
十
四
世
紀
後
半
（
一
三
七
一
年
頃
）
成
立
と
い
わ
れ
て
い
る
『
太
平
記
』
あ
た
り
ま
で
、
白
楽
天
の
詩
が
わ
が
国
の

文
学
界
に
多
く
引
用
さ
れ
、
そ
の
詩
想
ま
で
が
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

特
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
あ
る
対
句
の
詩
が
、
軌
範
と
し
て
模
倣
さ
れ
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
勘
案
す
る
に
、
必
然
的
に
白
詩

崇
拝
の
ム
ー
ド
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

そ
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
あ
る
白
詩
の
対
句
は
、「
閑
適
詩
」、「
感
傷
詩
」、「
雑
律
詩
」
な
ど
の
も
の
が
多
い
。

ち
な
み
に
、
す
で
に
人
口
に
膾
炙
し
た
著
名
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
こ
う
で
あ
る
。

、「
香
炉
峰
下
、
新
タ
ニ
山
居
ヲ
卜
シ
、
草
堂
初
メ
テ
成
リ
、
偶
々
東
壁
ニ
題
ス
」
の
三
、
四
句
が
そ
れ
で
あ
る
。

遺
愛
寺
鐘

枕
聴

遺
愛
寺
ノ
鐘
ハ
枕
ヲ

テ
テ
聴
キ

香
炉
峰
雪
撥
簾
看

香
炉
峰
ノ
雪
ハ
簾
ヲ
撥
ゲ
テ
看
ル

こ
の
「
香
炉
峰
の
雪
」
を
ふ
ま
え
た
清
少
納
言
の
機
転
が
、
中
宮
定
子
を
満
足
さ
せ
た
話
は
『
枕
草
子
』
の
二
八
二
段
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
こ
の
二
句
は
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
の
漢
詩
「
不
出
門
」（
門
ヲ
出
デ
ズ
）
に
影
響
を
与
え
て
い
て
、
そ
れ
は
『
大
鏡
』

の
一
節
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

二
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、「
八
月
十
五
夜
禁
中
ニ
独
リ
直
シ
、
月
ニ
対
シ
テ
元
九
ヲ
憶
フ
」
の
三
、
四
句
が
そ
れ
で
あ
る
。

三
五
夜
中
新
月
色

三
五
夜
中

新
月
ノ
色

二
千
里
外
故
人
心

二
千
里
外

故
人
ノ
心

遠
方
に
左
遷
さ
れ
た
友
人
の
元

を
し
の
ぶ
七
律
で
あ
る
。
一
見
、
技
巧
を
こ
ら
さ
な
い
、
さ
ら
り
と
し
た
表
現
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
が
、
目
に
見
え
る
風
物
と
、
心
の
思
い
と
を
た
く
み
に
対
応
さ
せ
た
名
句
で
あ
る
。
と
に
か
く
、『
源
氏
物
語
』
の
「
須
磨
」
の

巻
、『
東
関
紀
行
』、『
続
千
載
和
歌
集
』
の
藤
原
俊
成
の
歌
、
謡
曲
の
「
三
井
寺
」・「
小
督
」、『
平
家
物
語
』、『
増
鏡
』、『
徒
然
草
』
な

ど
に
も
引
用
さ
れ
て
お
り
、
日
本
文
学
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

、「
王
十
八
ノ
帰
山
ス
ル
ヲ
送
リ
テ
仙
遊
寺
ニ
寄
題
ス
」
の
五
、
六
句
が
、
ま
た
そ
れ
で
あ
る
。

林
間
煖
酒

紅
葉

林
間
ニ
酒
ヲ
煖
メ
テ
紅
葉
ヲ
焼
キ

石
上
題
詩
掃
緑
苔

石
上
ニ
詩
ヲ
題
シ
テ
緑
苔
ヲ
掃
フ

酒
を
暖
め
て
飲
む
た
め
に
紅
葉
を
燃
や
し
、
詩
を
書
き
つ
け
る
た
め
に
石
の
上
を
お
お
っ
て
い
る
緑
色
の
コ
ケ
を
払
い
の
け
る
と

は
、
ま
こ
と
に
、
風
流
な
し
ぐ
さ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
読
み
か
た
が
、
共
に
順
序
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
点
も
、
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

こ
の
対
句
は
、『
平
家
物
語
』
巻
六
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、『
皇
朝
史
略
』
に
は
、
高
倉
帝
と
、
そ
の
召
し
使
い
と
の
話
と
し
て
引

用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
召
し
使
い
ま
で
が
こ
の
二
句
を
知
っ
て
い
て
、
風
流
心
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
有
名
で

あ
る
。

こ
こ
で
白
詩
の
こ
と
を
総
括
す
る
と
、
｜
わ
が
国
、
中
古
（
平
安
時
代
）
の
人
々
の
熱
烈
な
傾
倒
は
、
何
に
由
来
す
る
か
と
い
う
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
端
的
に
い
え
ば
、
か
れ
の
詩
想
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
立
証
す
る
の
が
、
新
楽
府
の
序
で
、
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⑴

表
現
に
飾
り
け
が
な
く
ま
っ
す
ぐ
直
接
的
で
あ
る
の
は
、
こ
の
詩
を
見
る
者
の
分
か
り
や
す
い
こ
と
を
願
っ
て
で
あ
る
。

⑵

用
語
が
率
直
で
ぴ
っ
た
り
と
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
詩
を
聞
い
た
人
が
い
ま
し
め
と
す
る
の
を
願
っ
て
で
あ
る
。

⑶

そ
の
事
柄
が
確
か
で
う
そ
が
な
い
の
は
、
こ
の
詩
を
採
集
す
る
人
に
信
実
を
伝
え
さ
せ
た
い
た
め
で
あ
る

と
、
い
う
が
、
こ
れ
ら

が
魅
了
す
る
所
以
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
こ
う
し
た
詩
風
は
白
詩
全
体
に
一
貫
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
努
力
が
、
意
識
的
に
試
作
さ
れ
た
の
が
新
楽
府
中
（「
新
豊
折
臂
翁
」、「
井
底
引
銀
瓶
」
な
ど
）
の
詩
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
わ
が
国
の
人
々
が
、
親
し
み
や
す
く
わ
か
り
や
す
く
思
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

思
う
に
す
で
に
『
文
選
』
や
『
遊
仙
窟
』
な
ど
に
な
じ
ん
だ
眼
か
ら
す
れ
ば
、
登
場
人
物
の
ヒ
ー
ロ
ー
・
ヒ
ロ
イ
ン
が
語
り
か
け
る

形
式
を
用
い
て
詠
ず
る
諷
諭
詩
に
は
、
ま
た
、
シ
ン
プ
ル
で
新
奇
な
も
の
が
あ
っ
た
ろ
う
。

そ
の
証
左
と
し
て
、『
新
楽
府
』
中
の
第
七
首
「
上
陽
白
髪
人
」・
第
三
十
六
首
「
李
夫
人
」・
第
三
十
七
首
「
陵
園
妾
」
な
ど
の
詩

句
が
、『
源
氏
物
語
』
の
各
巻
に
翻
訳
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
散
見
さ
れ
る
。

ち
な
み
に
「
上
陽
ノ
白
髪
人
」
中
の
、

耿
耿

燈
背
壁
影

耿
耿
タ
ル
残
灯
壁
ニ
背
ケ
タ
ル
影

蕭
蕭
暗
雨
打

聲

蕭

蕭
タ
ル
暗
雨
窓
ヲ
打
ツ
声

こ
れ
が
、「
帚
木
」
で
、「
火
ほ
の
か
に
壁
に
背
け
」
と
な
り
、「
幻
」
で
は
、「
窓
う
つ
声
な
ど
め
づ
ら
し
か
ら
ぬ
ふ
る
ご
と
」
と
、

な
っ
て
い
る
。

「
李
夫
人
」
中
の
、「
人
非
木
石
皆
有
情
（
人
木
石
ニ
非
ズ
皆
情
有
り
）」
こ
れ
が
、「
蜻
蛉
」
で
、「
人
木
石
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
み
な
情

あ
り
」
と
、
な
っ
て
い
る
。「
陵
園
ノ
妾
」
中
の
、

松
門
到
曉
月
徘
徊

松
門
暁
ニ
到
ル
マ
デ
月
徘
徊
シ

二
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栢
城
盡
日
風
蕭
瑟

栢
城
尽
日
風
蕭
瑟
タ
リ

こ
れ
が
「
手
習
」
で
は
、「
松
門
に
暁
い
た
り
て
月
徘
徊
す
ひ
ね
も
す
に
吹
く
風
の
音
も
い
と
心
細
き
に
」
と
、
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
影
響
の
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、「
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
」
が
、
紀
長
谷
雄
の
「
貧
女
ノ
吟
」
を
、
誘
発
し
た
の
で
は
と

い
う
憶
測
も
、
単
な
る
憶
測
で
は
な
い
と

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
、
菅
原
道
真
の
「
路
ニ
白
頭
翁
ニ
遇
フ
」
が
、
白
楽
天
の
「
新
豊
ノ
臂
を
折
リ
シ
翁
」
に
誘
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
こ
と
を

え
る
と
き
、
白
楽
天
の
「
新
楽
府
」
は
、
わ
が
国
で
は
諷
諭
詩
と
し
て
よ
り
、
む
し
ろ
そ
の
叙
事
詩
と
し
て
の
展
開
、
言
い
か
え
る

と
、
物
語
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
や
、
そ
の
哀
れ
を
催
す
感
傷
の
ゆ
え
に
多
大
の
関
心
が
払
わ
れ
、
し
か
も
富
豪
の
女
や
宮
女
の
そ
れ
を
詠

じ
た
も
の
に
、
と
り
わ
け
興
味
関
心
が
持
た
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

わ
が
国
で
諷
諭
と
い
う
趣
向
が
明
確
に
意
識
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、『
源
氏
物
語
』
で
、
帚
木
の
巻
の
「
雨
夜
の
品
定
め
」
の
条

が
、
白
楽
天
の
『
秦
中
吟
』（
諷
諭
詩
）
の
第
一
首
「
議
婚
」（
婚
ヲ
議
ス
）
を
学
ん
で
論
議
し
て
い
る
の
を
は
じ
め
、『
長
恨
歌
』
の
影

響
が
大
き
い
「
桐
壷
」
の
巻
に
、「
人
の
朝
の
例
ま
で
引
き
出
で
つ
つ
さ
さ
め
き
歎
き
け
り
」
と
、
あ
る
の
が
后
妃
溺
愛
の
幣
を
戒
め
ん

と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
れ
を
証
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

上
代
よ
り
中
古
に
到
る
わ
が
国
の
和
漢
の
文
学
の
展
開
を
眺
め
て
き
た
が
、
少
な
く
と
も
中
古
（
平
安
時
代
）
の
中
期
に
は
、
白
楽

天
の
諷
諭
詩
に
よ
っ
て
、
諷
諭
と
い
う
境
地
が
開
か
れ
た
こ
と
だ
け
は
明
言
で
き
よ
う
。

そ
う
し
て
、
そ
の
上
限
に
菅
原
道
真
の
「
路
ニ
白
頭
翁
ニ
遇
フ
」
と
、
紀
長
谷
雄
の
「
貧
女
ノ
吟
」
が
存
在
す
る
。

無
論
、
い
ず
れ
も
白
楽
天
の
新
楽
府
を
軌
範
と
し
た
も
の
で
、
諷
諭
詩
へ
の
試
作
の
精
進
は
並
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
中
で
、
道
真
の
表
現
様
式
は
、「
新
豊
ノ
臂
を
折
リ
シ
翁
」と
同
じ
問
答
体
で
あ
り
な
が
ら
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
の
主
意
が
白
詩
的
で

は
な
く
て
、
龍
頭
蛇
尾
と
い
っ
た
結
末
の
感
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
諷
諭
詩
に
対
す
る
理
解
度
が
不
充
分
だ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
道
真

三
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が
意
識
的
に
し
た
独
自
の
主
張
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
紀
長
谷
雄
の
場
合
は
、
道
真
の
よ
う
な
白
詩
に
な
ら
っ
た
問
答
体
の
表
現
法
で
は
な
く
て
、
単
調
な
作
者
の
説
明
様
式
で
、

ヒ
ロ
イ
ン
の
悲
劇
が
語
ら
れ
、
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
も
「
井
底
銀
瓶
ヲ
引
ク
」
詩
の
よ
う
に
、
世
の
富
豪
の
家
の
女
と
、
そ
の
親
達
に
対
す

る
教
戒
の
詩
句
で
結
ば
れ
て
い
て
、
体
裁
は
新
楽
府
の
軌
範
に
忠
実
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
最
後
に
、
こ
の
中
古
初
期
の
二
人
の
諷
諭
詩
の
試
作
は
、
当
時
の
漢
詩
文
に
対
す
る
、
わ
が
国
の
学
者
、
詩
文
家
達

の
強
烈
な
意
気
ご
み
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
の
証
と
い
い
た
い
。

（
平
成
十
五
年
十
月
十
日
・
脱
稿
）

〔
参

資
料
〕

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
、
次
の
資
料
を
参
照
し
引
用
し
た
。

１
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
19
『
和
漢
朗
詠
集
』
校
注
・
訳
菅
野
禮
行
（
小
学
館
）

２
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
27
『
本
朝
文
粋
』
大
曽
根
章
介
・
金
原
理
・
後
藤
昭
雄
校
注
（
岩
波
書
店
刊
行
）

３
、
唐
・
白
居
易
著
朱
金
城
箋
校
『
白
居
易
集
箋
校
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）

４
、
佐
久
節
訳
註
『
白
楽
天
全
詩
集
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）

５
、
村
上
哲
見
著
『
漢
詩
と
日
本
人
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
33
）

６
、
日
本
古
典
文
学
大
系
72
『
菅
家
文
草
・
菅
家
後
集
』
川
口
久
雄
校
注
（
岩
波
書
店
）
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